
『大阪春秋』第181号 (2021年1月、新風書房）

関
西
大
学
人
間
健
康
学
部
准
教
授

稀
代
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
宮
武
外
骨
は
、

明
治
三
十
三
年
四
月
十
二
日
か
ら
大
正
四
年

九
月
十
日
ま
で
、
大
阪
で
暮
ら
し
た
。
大
正

元
年
八
月
十
五
日
か
ら
一―一
年
九
月
五
日
ま
で

は
浜
寺
に
自
宅
を
謹
く
。
妻
八
節
が
パ
セ
ド

ウ
病
を
患
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
大
阪
毎
日

新
聞
社
主
本
山
彦

一
の
薦
め
で
、
空
気
の
良

い
浜
寺
公
園
で
の
生
活
を
始
め
た
。
す
で
に

大
阪
市
内
は

「煤
煙
の
都
」
と
化
し
、
「
大

大
阪
」
完
成
に
着
実
に
歩
み
を
進
め
て
い
た

C

三
年
九
月
五
日
に
、
再
び
本
山
の
薦
め
で
、

や
は
り
空
気
の
良
い
天
下
茶
屋
の

「天
下
茶

屋
遊
園
」
に
新
宅
を
構
え
、

一
年
後
に
上
京

す
る
。

大
阪
市
内
で
は
、
着
阪
時
に
は
天
王
寺
西

門
そ
ば
、
そ
の
後
伶
人
町
に
移
る
。
現
在
の

大
阪
サ
レ
ジ
オ
修
道
院
の
向
か
い
側
の
あ
た

り
で
あ
っ
た
。
三
十
五
年
三
月
に
江
戸
堀
南

通
二
丁
目
に
移
り
、
ろ
く
で
も
な
い
こ
と
が

続
い
た
と
い
う
こ
と
で
、
支
援
者
の
ひ
と
り
、

「ビ
ッ
ト
ル
胃
酸
」
を
販
売
し
て
い
た
猪
飼

史
郎
所
有
の
四
丁
目
の
邸
宅
へ
移
る
。
現
在

の
花
乃
井
中

学
校
の
西
北

の
向
い
、
エ

ト
ー
レ
江
戸

堀
あ
た
り
の

は
ず
だ
。
こ

こ
が

「滑
稽

新
聞
社
」
の

地
で
あ
り
、

後
に

「雅
俗

文
庫
」
が
開

か
れ
る
。
ち

な
み
に
、
こ

浦i

和名

男ぉ

距屈―目
F
―宰

ntr白

の
「
滑
稽
新
聞
社
」
の
前
、
お
そ
ら
く
現
在

の
中
学
校
の
西
北
角
、
タ
カ
ハ
シ
ビ
ル
あ
た

り
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
地
の
家
に
明
治

三
十
八
年
か
ら
四
十
二
年
に
か
け
て
住
ん
で

い
た
の
が
、
幼
い
日
の
梶
井
碁
次
郎
で
あ
る
。

花
乃
井
中
学
校
の
地
は
か
つ
て
江
戸
堀
尋
常

小
学
校
、

外
骨
は
ぴ
か
ぴ
か
の

一
年
生
の
基

次
郎
を
目
に
し
た
は
ず
で
あ
る
。
梶
井

一
家

が
上
京
す
る
時
に
は
、
基
次
郎
の
頭
を
撫
で

て
声
を
か
け
た
か
も
し
れ
な
い
。
江
戸
堀
時

代
の
外
骨
の
『
滑
稽
新
聞
」
は
、
大
阪
の
政
界
、

経
済
界
、
社
会
、
文
化
に
大
き
な
影
響
を
与

え
た
。
箪
禍
に
よ
り
大
阪
控
訴
院
で
戦
っ
た

相
手
は
、
手
塚
太
郎
。
漫
画
家
手
塚
治
虫
の

祖
父
で
あ
る
。

ーその江
戸
堀
を
去
り
、
ま
ず
外
骨
が
落
ち

着
い
た
先
は
、
浜
寺
公
園
の
料
亭
旅
館
松
浜

館
の
離
れ
の
一
室
で
あ
っ
た
。
外
骨
は

「浜

寺
公
園
日
記
」
と
題
す
る
自
筆
メ
モ
を
残
し

て
お
り
、
『
日
本
古
書
通
信
j

昭
和
五
十
八

年
八
月
号
に
、
宮
西
豊
也
が

「
宮
武
外
骨

の
新
資
料
」
と
題
し
て
翻
刻
を
載
せ
て
い

る
。
大
正
元
年
八
月
十
五
日
午
前
に
大
阪
を

出
発
、
午
後
に
浜
寺
人
り
、
妻
、
娘
、
手
伝

い
の
娘
の
四
人
連
れ
で
あ
る

L

↓
「
離
座
敷
―
―

階
八
畳
二
間
借
入
(
-
日
二
円
）
食
費

一
人

一
日
六
十
銭
の
割
、
五
十
円
豫
メ
預
入
ル
」

（
翻
刻
原
文
マ
マ
）
と
あ
る
。
九
月
―-
＋
七

日
ま
で
の
日
付
が
あ
り
、
約
一
ヶ
月
を
松
浜

館
で
保
養
し
、
浜
寺
で
の
「
宮
武
外
骨
公
式

住
所
」
と
な
る

「浜
寺
公
圏
三
十
八
号
」
す

な
わ
ち

一大
阪
府
泉
北
郡
高
石
村
今
在
家

九
百
六
十
四
番
地
」
に
移
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

今
在
家
は
現
在
の
羽
衣

一
丁
目
と
三
丁
目
あ

た
り
だ
。
羽
衣
駅
は
明
治
四
十
五
年
開
業
、

当
時
は
「
今
在
家
駅
」
で
あ
っ
た
。
外
骨
が

浜
寺
公
園
に
移
っ
た
頃
は
、
ま
だ
真
新
し
い

駅
舎
で
あ
っ
た
。

浜
寺
の
外
骨
邸
の
位
置
は
、
ま
だ
わ
か
ら

な
い
。
「日
本
の
古
本
屋
」
で
古
書
を
検
索

し
た
さ
い
に
、
在
野
の
禅
僧
釈
宗
活
が
「
浜

寺
公
園
―二
十

一
号
」
か
ら
発
信
し
た
手
紙
が

ヒ
ッ
ト
し
た
。
年
代
が
わ
か
ら
な
い
が
、
同

じ
頃
に
浜
寺
の
外
骨
邸
の
近
所
に
釈
が
滞
在

し
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。
残
念
な
が
ら
、

二
人
の
交
友
関
係
も
わ
か
ら
な
い
。

外
骨
の

「浜
寺
公
園
日
記
」
と
題
さ
れ
た

メ
モ
に
は
、
松
浜
館
に
訪
問
し
た
人
物
、
外

骨
が
訪
問
し
に
出
掛
け
た
人
物
の
名
前
が
残

さ
れ
て
い
る
。
外
骨
の
弁
設
を
務
め
、
蓑
女

三
千
代
の
実
父
で
あ
る
弁
護
士
の
日
野
国
明

夫
妻
、
担
当
医
師
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
意
外

な
こ
と
に
、
三
好
貞
司
の
『
大
阪
人
物
辞
典
』

に

一犬
猿
の
仲
」
と
書
か
れ
て
い
る
、
大
阪

よ
L
ひ
ろ
ば
（
か
＇
＾

日
報
社
主
吉
弘
白
眼
夫
妻
の
名
前
が
書
か
れ

て
い
る
。
八
月
二
十
日
に

「午
前
不
在
吉
弘

来
訪
」
と
あ
り
、
こ
れ
が
最
初
の
来
訪
と
な
っ

て
い
る
が
、
十
六
日
に
外
骨
は
十
六
人
に
絵

葉
書
を
出
し
て
お
り
、
そ
こ
に
吉
弘
の
名
前

も
あ
る

0

二
十
三
日
は
夫
人
が
訪
れ
、

「菓

物

一
籠
、
三
千
代
同
行
し
て
人
形
、
袋
、
紙

リ
ボ
ン
等
も
ら
ふ
」
と
、
仲
の
良
さ
が
う
か

が
わ
れ
る
。
二
十
七
日
に
吉
弘
が
来
訪
、
九

月
十
三
日
に
は

「吉
弘
方
二
行
く
」
と
あ
る
。
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吉
弘
は
、
明
治
二
十
七
年
夏
に
浜
寺
に
転
居
、

九
月
に
は

「松
之
浜
寺
一
を
吉
岡
賓
文
館
か

ら
上
梓
し
て
い
る
。
吉
弘
に
は
、
外
骨
の
養

女
三
千
代
の
上
下

ー
つ
違
い
の
娘
が
二
人
お

り、

二
人
が
交
流
を
し
て
い
た
の
も
、
同
い

年
の
子
供
と
い
う
共
通
点
が
あ
っ
た
か
ら
だ

ろ
う
。当
初
は
「
犬
猿
の
仲
」
で
あ
っ
た
二
人
は
、

い
つ
の
頃
か
ら
か
交
流
を
深
め
て
い
た
。

外
骨
と
本
山
の
交
流
が
い
つ
始
ま
っ
た
か

も
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
大
正
十
五
年
に
発

行
さ
れ
た
『
浜
寺
海
水
浴
二
十
周
年
史
j

〈大

阪
毎
日
新
聞
）
掲
載
の
地
図
を
見
る
と
、
「羽

衣
松
」
に
隣
接
し
て
本
山
邸
が
記
さ
れ
て
い

る
。
外
骨
の
浜
寺
転
居
は
本
山
の
助
言
に
よ

る
の
だ
が
、
吉
弘
が
浜
寺
に
居
た
こ
と
も
影

響
を
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
「
犬
猿
の
仲
」

で
あ
る
人
物
が
住
む
場
所
へ
、
の
こ
の
こ
と

転
居
す
る
よ
う
な
外
骨
で
は
な
い
。
残
念
な

が
ら
、
外
骨
を
取
り
巻
く
大
阪
人
た
ち
の
関

わ
り
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
、
な
か
な
か
見
え
て

来
な
い
。
外
骨
は
、
大
阪
毎
日
新
聞
が
浜
寺

公
会
堂
で
開
催
し
た
講
演
会
の
う
ち
、
大
正

三
年
八
月
二
日
に
「
進
歩
の
窮
極
」
と
い
う

講
演
を
行
っ
て
い
る
，
一

回
だ
け
な
の
で
、

本
山
へ
の
お
義
理
に
よ
る
登
壇
で
あ
ろ
う
。

こ
の
会
で
は
、
薄
田
泣
菫
も
「
男
と
女
」
と

い
う
題
で
講
演
し
て
い
る
。

i
 

明
治
末
年
に
、
外
骨
を
経
済
的
に
支
援
し
、

交
流
を
深
め
た
の
は
小
林

一
三
で
あ
る
。
大

正
二
年
四
月
二
十
五
日
か
ら
、

小
林
の
援
助

で

「
日
刊
新
聞

「
不
二
」
j

を
発
行
す
る
。

十
月
に
は
「
月
刊
雑
誌
「
不
二」
」
の
刊
行

が
始
ま
る
が
、
こ
の
頃
に
は
小
林
と
の
関
係

が
弱
く
な
り
、
本
山
ら
の
支
援
が
強
ま
る
よ

う
だ
。
小
林
か
ら
離
れ
る
の
は
、
小
林
の
親

分
で
あ
る
岩
下
清
周
の
経
営
す
る
北
浜
銀
行

の
疑
獄
問
題
が
表
面
化
し
て
き
た
か
ら
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
拙
稿

「
大
阪
の
宮
武
外
骨
」
（
『
水
門
j

第
三
十
号、

勉
誠
出
版
に
掲
載
予
定
）
で
論
じ
て
い
る
の

で
参
照
さ
れ
た
い
。

こ
の
日
刊
紙
に
短
歌
、
文
芸
批
評
な
ど
を

掲
載
さ
れ
た
の
が
、
当
時
今
宮
中
学
の
教
員

で
あ
っ
た
折
口
信
夫
だ
。
記
者
の
一
人
、
大

林
華
峰
と
の
天
王
寺
中
学
つ
な
が
り
と
い
う

が
、
同
級
生
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
よ
く
わ

か
ら
な
い
。
折
口
の
処
女
小
説
「
口
ぶ
え
」
は
、

「釈
遥
空
」
の
箪
名
で

で
13刊
新
聞

「不
二
」
j

の
大
正
三
年
三
月
二
十
四
日
か
ら
四
月
十
九

日
に
十
九
回
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
折
口
と
今

宮
中
学
で
同
僚
で
あ
っ
た
石
丸
梧
平
が
中
心

と
な
っ
て

「文
芸
同
攻
会
」
を
設
立
、
折
口

も
外
骨
も
講
演
を
行
い
、
折
口
は

「暗
面
生

活
に
於
け
る
言
語
意
識
の
進
化
（
性
慾
篇
）
」

な
る
題
で
数
回
連
続
で
講
演
を
し
て
い
る
。

こ

ま

き

こ
の
石
丸
と
折
口
の
文
学
仲
間
が
麹
城
卓

司

|

|
~

i
ー

9
,
i

j一

遠

]
、
il 爾、

「カ
ル
ピ
ス
は
初
恋
の
味
」
を
創
作
し
、

折
口
の
後
任
と
し
て
今
宮
中
学
に
着
任
。
彼

に
漢
文
や
作
文
を
教
わ
っ
た
の
が
、
藤
澤
桓

夫
、
武
田
麟
太
郎
、
林
廣
次
（
秋
田
賓
）
ら

で
あ
る
。
こ
の
つ
な
が
り
を
見
る
と
、
浜
寺

の
外
骨
が
大
阪
文
壇
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

月
刊
誌
の
『
不
二
』
は
、
南
方
熊
楠
、
大

月
如
電
と
い
っ
た
在
野
の
大
学
者
｀
社
会
主

義
運
動
家
の
山
口
孤
剣
、
大
阪
歌
壇
の
重
鎮

小
野
利
教
ら
、
蒼
々
た
る
人
物
の
寄
稿
に
交

じ
っ
て
、
北
野
恒
富
、
上
村
松
園
、
そ
し
て

島
成
園
の
絵
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
養
女

三
千
代
は
松
園
に
絵
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
て

い
た
。
恒
富
の
紹
介
で
成
園
も
絵
を
描
い
た

の
で
あ
ろ
う
が
、
閏
秀
画
家
と
し
て
苦
労
を

重
ね
て
い
た
松
園
、
成
園
が
そ
の
後
大
成
す

る
の
を
見
る
に
、
外
骨
は
画
壇
に
も
影
響
を

残
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

ー大正三
年
五
月
か
ら

『興
味
雑
誌
「
奇
」]

を
発
行
す
る
。
創
刊
号
の
中
表
紙
に
、
浜
寺

の
外
骨
邸
の
写
真
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
第

三
号
の
巻
頭
の

一
文
中
に

一弊
寓
は
浜
寺
公

園
内
の
公
会
堂
ビ
ヤ
ホ
ー
ル
の
つ
い
近
傍
に

有
」
云
々
と
書
か
れ
て
い
る
。
当
時
の
地
図

を
見
る
か
ぎ
り
で
は
、
公
会
堂
は
今
在
家
か

ら
は
離
れ
て
お
り
、

「
つ
い
近
傍
」
と
い
う

の
は
、
歩
い
て
行
け
る
距
離
、
程
度
の
意
味

で
あ
ろ
う
。
こ
の
号
の
巻
末
に
は

「延
刊
の

理
山
」
が
あ
り
、
「
去

一
日
浜
寺
海
水
浴
場

の
開
場
当
日
か
ら
三
日
続
け
て
消
泳
し
、

三

.,, 

,, ―-五り．`＂． -c.c 

『奇j創刊号中表紙掲戴の浜寺外骨邸と外骨の写真。

日
続
け
て
冷
ビ
ー
ル
を
飲
ん
だ
為
め
、
腸
力

タ
ル
を
起
し
て

一
週
間
ほ
ど
の
臥
床
」
と
書

か
れ
て
い
る
。
浜
寺
の
外
骨
が
、
し
っ
か
り

浜
寺
の
生
活
を
楽
し
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
第
四
号
が
浜
寺
で
の
最
後
の
号
と
な

る
。
こ
の
巻
末
に
は

「今
年
は
厄
年
」
と
い

う

一
文
が
あ
り
、
腸
カ
タ
ル
は

「開
の
緒
を

切
っ
て
以
来
の
大
病
」
と
い
う
。
さ
ら
に
、

「療
疸
と
い
ふ
指
の
病
j

で
「

一
週
間
程
は

日
夜
苦
悶
の
痛
さ
」
で
あ
っ
た

C

そ
し
て
、

「今
年
は
百
度
近
い
暑
さ
」、
摂
氏
三
十
八
度

の
暑
さ
の
日
が
続
き
、
「
弱
り
目
に
祟
り
目
」

で
あ
っ
た
と
ぼ
や
く
。
そ
し
て
、
第
五
号
で

天
下
茶
屋
転
居
を
報
告
す
る
。

浜
寺
公
園
時
代
の
外
骨
は
、
『
滑
稽
新
聞
l

時
代
以
上
に
大
阪
文
化
に
深
い
足
跡
を
残
し

て
い
る
と
も
思
え
る
。
埋
も
れ
た
史
実
で
あ

る
の
で
、
ぜ
ひ
と
も

「浜
寺
公
園
の
宮
武
外

骨
」
を
浜
寺
公
園
史
に
刻
み
込
み
た
い
。
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